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ス
ー
ツ
姿
で
�

あ
い
さ
つ
回
り
�

　
先
ご
ろ
引
退
を
表
明
し
、
二
十

山
親
方
と
な
っ
た
山
形
町
出
身
の

元
栃
乃
花
関
（
以
下
、
栃
乃
花
関
）

が
、
二
月
十
四
日
に
帰
郷
し
、
関

係
機
関
な
ど
へ
の
あ
い
さ
つ
回
り

を
行
い
ま
し
た
。
�

�
現
役
時
代
に
は
見
慣
れ
ぬ
ス
ー

ツ
姿
で
各
所
を
訪
れ
た
栃
乃
花
関
。

山
形
総
合
支
所
も
訪
問
し
、
同
級

生
や
顔
見
知
り
の
職
員
な
ど
か
ら

温
か
い
ね
ぎ
ら
い
を
受
け
ま
し
た
。
�

　
記
念
写
真
に
も
気
軽
に
応
じ
る

姿
は
現
役
時
代
と
同
様
で
す
が
、

大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
解
放

さ
れ
た
そ
の
表
情
は
柔
和
そ
の
も

の
。
栃
乃
花
関
は
「
山
形
の
皆
さ

ん
に
は
現
役
以
前
の
小
学
校
の
こ

ろ
か
ら
支
え
て
い
た
だ
き
感
謝
し

て
い
る
。
い
い
時
も
悪
い
時
も
応

援
し
て
く
れ
て
、
本
当
に
あ
り
が

た
か
っ
た
。
親
方
と
し
て
相
撲
界

で
頑
張
り
、
何
ら
か
の
形
で
恩
返

し
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
�

2
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話
し
、
声
援
を
送
り
続
け
た
ふ
る

さ
と
の
フ
ァ
ン
へ
感
謝
の
気
持
ち

を
述
べ
ま
し
た
。
�

�
初
場
所
で
負
け
越
し
、
十
三
年

間
の
現
役
生
活
に
幕
を
下
ろ
し
た

栃
乃
花
関
。
今
後
は
親
方
と
し
て

春
日
野
部
屋
に
籍
を
置
き
な
が
ら
、

後
進
の
指
導
に
当
た
り
ま
す
。
�

�
引
退
に
つ
い
て
は
「
ま
だ
頭
（
ま

げ
）
も
付
い
て
い
る
の
で
実
感
は

な
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
が
、
す

で
に
部
屋
の
力
士
た
ち
に
稽
古
を

付
け
た
り
、
地
方
巡
業
の
段
取
り

を
付
け
た
り
と
、
親
方
と
し
て
忙

し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
も
よ

う
。
ま
た
、
今
年
八
月
に
は
栃
乃

花
関
を
運
営
の
中
心
と
し
た
夏
巡

業
も
市
内
で
行
な
わ
れ
る
予
定
と

の
こ
と
で
す
。
�

　
栃
乃
花
関
は
平
成
七
年
に
春
日

野
部
屋
に
入
門
。
ケ
ガ
に
苦
し
み

な
が
ら
も
三
賞
を
四
度
受
賞
す
る

な
ど
、
約
十
三
年
間
に
わ
た
り
、

久
慈
市
民
、
そ
し
て
岩
手
県
民
に

大
き
な
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
�

　
二
十
山
親
方
と
し
て
の
ぞ
む
物

語
の
第
二
幕
。
そ
の
活
躍
に
期
待

は
膨
ら
み
ま
す
。
�

総合支所職員らに囲まれ穏やかな表情の栃乃花関（下段中央）�

今後の抱負を語る栃乃花関（左）�

完全版!!

◯は優勝、◯は敢闘賞、◯は技能賞�

通算成績：449勝439敗32休（78場所）�
幕内成績：155勝194敗11休（24場所）�
最 高 位：小結�
各段優勝：十両、序ノ口各１回�
三　　賞：敢闘賞、技能賞各２回�
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栃乃花�
場所別全成績�

大阪場所� デビュー（前相撲）�

夏場所� 序ノ口�東23枚目７戦全勝�

名古屋場所�序二段�西39枚目６勝１敗�

秋場所� 三段目�西80枚目６勝１敗�

九州場所� 　〃　�東28枚目６勝１敗�

初場所　　�幕　下�西50枚目３勝４敗�

大阪場所� 三段目�西５枚目６勝１敗�

夏場所� 幕　下�東34枚目４勝３敗�

名古屋場所�　〃　�西23枚目４勝３敗�

秋場所� 　〃　�西17枚目３勝４敗�

九州場所� 　〃　�西25枚目３勝４敗�

初場所� 　〃　�東33枚目４勝３敗�

大阪場所� 　〃� 西23枚目４勝３敗�

夏場所� 　〃� 東18枚目２勝５敗�

名古屋場所�　〃� 東34枚目５勝２敗�

秋場所� 　〃� 西20枚目４勝３敗�

九州場所� 　〃　�西15枚目４勝３敗�

初場所� 　〃� 東11枚目３勝４敗�

大阪場所� 　〃� 西19枚目４勝３敗�

夏場所� 　〃� 東16枚目５勝２敗�

名古屋場所�　〃� 西８枚目４勝３敗�

秋場所� 　〃� 東６枚目５勝２敗�

九州場所� 　〃� 東３枚目５勝２敗�

初場所� 十　両�西12枚目８勝７敗�

大阪場所� 　〃� 東11枚目７勝８敗�

夏場所� 　〃� 東13枚目６勝９敗�

名古屋場所�幕　下�東１枚目６勝１敗�

秋場所� 十　両�西11枚目８勝７敗�

九州場所� 　〃� 西９枚目７勝８敗�

初場所� 　〃� 東11枚目９勝６敗�

大阪場所�　〃� 西６枚目13勝２敗�

夏場所�前　頭�東12枚目12勝３敗�

名古屋場所�　〃� 西１枚目５勝10敗�

秋場所� 　〃� 東７枚目10勝５敗�

九州場所� 小　結�東　　　３勝12敗�

初場所� 前　頭�東６枚目４勝11敗�

大阪場所� 　〃� 西11枚目６勝９敗�

夏場所� 　〃� 西13枚目９勝６敗�

名古屋場所�　〃� 東８枚目７勝８敗�

秋場所� 　〃� 東10枚目０勝４敗�

九州場所� 十　両�東６枚目　　休場�

初場所� 　〃� 東６枚目９勝６敗�

大阪場所� 　〃� 東１枚目８勝７敗�

夏場所� 前　頭�西13枚目６勝９敗�

名古屋場所�十　両�東１枚目８勝７敗�

秋場所� 前　頭�東14枚目８勝７敗�

九州場所� 　〃� 東12枚目６勝９敗�

初場所� 　〃� 西14枚目７勝８敗�

大阪場所� 　〃� 東15枚目５勝10敗�

夏場所� 十　両�西４枚目９勝６敗�

名古屋場所�　〃� 西１枚目４勝11敗�

秋場所� 　〃� 西７枚目５勝10敗�

九州場所� 　〃� 西11枚目８勝７敗�

初場所� 十　両�西６枚目１勝８敗�

大阪場所� 幕　下�東４枚目１勝６敗�

夏場所� 　〃� 東23枚目３勝４敗�

名古屋場所�　〃� 東30枚目６勝１敗�

秋場所　� 　〃� 西12枚目６勝１敗�

九州場所� 　〃� 東４枚目４勝３敗�

初場所� 　〃� 西１枚目４勝３敗�

大阪場所� 十　両�西13枚目10勝５敗�

夏場所� 　〃� 西８枚目11勝４敗�

名古屋場所�　〃� 西２枚目７勝８敗�

秋場所� 　〃� 西３枚目10勝５敗�

九州場所�前　頭�東14枚目11勝４敗�

初場所� 　〃� 西３枚目４勝11敗�

大阪場所� 　〃� 東10枚目７勝８敗�

夏場所� 　〃� 西10枚目５勝10敗�

名古屋場所�　〃� 東15枚目８勝７敗�

秋場所� 　〃� 西13枚目７勝８敗�

九州場所� 　〃� 西13枚目８勝７敗�

初場所� 　〃� 西11枚目５勝10敗�

大阪場所� 　〃� 西15枚目８勝７敗�

夏場所� 　〃� 西13枚目４勝11敗�

名古屋場所�十　両�西２枚目６勝９敗�

秋場所� 　〃� 西４枚目８勝７敗�

九州場所� 　〃� 西３枚目２勝13敗�

初場所� 　〃� 西14枚目３勝９敗�

年�場所� 番付� 勝敗� 年�場所� 番付� 勝敗�
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人
と
木
の
ぬ
く
も
り
あ
る
新
校
舎
が
完
成
�

4

来
内
小
、
来
内
保
育
園
「
新
た
な
学
び
舎
を
祝
う
式
」
�

式には地域の皆さんも大勢出席�

山内市長も出席し子どもたちとの記念写真�

ステージ発表も可能な多機能ホール「研心館」。研心館は旧校
舎にも設けられていた教室で学校の伝統も大切にしています�

　
来
内
小
学
校
（
西
岡
健
一
校
長
）

と
同
校
に
併
設
す
る
来
内
保
育
園

（
岩
井
勉
園
長
）
の
完
成
を
祝
う

「
新
た
な
学
び
舎
を
祝
う
式
」
が
、

一
月
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

�
式
に
は
児
童
、
園
児
、
そ
し
て

地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
百
五
十
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
山
内
隆
文
市
長

は
「
新
校
舎
は
地
元
の
木
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
暖
か
み

の
あ
る
校
舎
。
子
ど
も

た
ち
は
新
た
な
学
び
舎

で
健
や
か
に
成
長
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

西
岡
校
長
は
「
校
舎
の

ぬ
く
も
り
は
子
ど
も
た

ち
の
心
に
も
伝
わ
る
。

新
校
舎
で
豊
か
な
心
を
育
み
た
い
」、

落
合
孝
男
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
「
新
校

舎
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
。
校
舎
に

負
け
な
い
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た

い
」
と
述
べ
、
地
域
ぐ
る
み
で
の

教
育
を
誓
い
ま
し
た
。
�

�
式
で
は
子
ど
も
た
ち
が
「
ピ
カ

ピ
カ
の
教
室
で
勉
強
す
る
の
が
楽

し
み
。
新
し
い
校
舎
で
一
生
懸
命

勉
強
し
、
新
し
い
歴
史
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
」
と
呼
び
か
け
の
言

葉
を
行
っ
た
ほ
か
、
ハ
ン
ド
ベ
ル

演
奏
も
披
露
。
式
終
了
後
に
も
小

正
月
行
事
を
開
催
し
、
校
舎
の
完

成
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
�

�
来
内
小
新
校
舎
は
保
育
園
を
併

設
し
た
木
造
平
屋
建
て
。
地
元
の

カ
ラ
マ
ツ
、
ア
カ
マ
ツ
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
て
お
り
、
入
っ
た
瞬
間

に
そ
の
香
り
と
ぬ
く
も
り
を
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
育
館

を
使
わ
ず
と
も
ス
テ
ー
ジ
発
表
が

で
き
る
「
多
機
能
ホ
ー
ル
」
や
地

域
と
の
交
流
授
業
に
活
用
で
き
る

「
交
流
ホ
ー
ル
」
も
備
え
て
お
り
、

学
習
の
幅
も
ま
す
ま
す
広
が
り
そ

う
で
す
。
�

校舎玄関は新年度に旧校舎が取り壊されてか
ら使用されます（現在は旧校舎から出入り）�

建物は普通、直線的なデザインですが来内小
は曲線でデザイン。廊下もゆるやかなカーブ�

明るい日差しを受けながらのびのびと学習する子どもたち。現在、複
式３クラスですが来年度は新入生が多く１学級増となる見込みです�

式終了後、早速新校舎で小正月行事�

　　　　　▽前の学校より暖かいと

　　　　　ころが気に入っています。

　　　　　もうすぐ卒業なので、少

しの期間しかここにいれないけど、

中学校に入っても絶対にまた来ます。

後輩たちにも�

大切に使って�

ほしいと思い�

ます。（６年・�

落合凌太君）�

▽前の学校は鉄でできていて寒かっ

たけど、今は本当にあったかい。廊

下もあったかいのでお客さんにもい

いと思う。４月には１年生も入って

くるので学校のことを教えたい。（２

　　　　　　　年・叶城伸君）▽教

　　　　　　　室が明るくていい。

　　　　　　　国語の勉強を頑張り

　　　　　　　たいです。保育園の

　　　　　　　子たちと交流ホール

　　　　　　　で遊ぶのが毎日楽し

いです。(４年・大上佐千さん)
大上さん大上さん�

落合君落合君(左)と叶城君と叶城君�

大上さん�

落合君(左)と叶城君�

声�
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み
ん
な
で
考
え
た「
山
形
」の
こ
と
�

「趣味はお菓子作りです」�

フレッシュさん�フレッシュさん�
出番で～す�

5

東
北
圏
の
地
域
力
維
持
向
上
に
関
す
る
調
査
�

Close Up !Close Up !
クローズ　 アップ�

約20人が３グループに分かれて地域の課題や将来像を話し合いました�

舞台をつくりあげたスタッフの皆さん�

パチパチリ！�パチリ！�
PHOTOスナップ�

スナップ�

　
「
東
北
圏
の
地
域
力
維
持
向
上

に
関
す
る
調
査
」
が
一
月
二
十
八

日
と
二
月
二
十
日
の
二
回
に
わ
た

り
、
総
合
セ
ン
タ
ー
講
堂
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
�

�
調
査
は
国
土
交
通
省
東
北
整
備

局
が
実
施
。
山
形
町
民
か
ら
地
域

の
現
状
や
課
題
を
聞
き
取
っ
て
、

現
在
策
定
中
の
「
東
北
圏
広
域
地

方
計
画
」
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
、
町
内
に
居
住
す

る
人
や
働
い
て
い
る
人
な
ど
約
二

十
人
が
協
力
し
ま
し
た
。
�

�
良
い
面
、
悪
い
面
を
含
め
、
現

状
に
つ
い
て
は「
団
結
力
が
あ
る
」、

「
伝
統
技
術
、
食
文
化
が
あ
る
」
、

「
人
が
少
な
い
」、「
職
場
が
な
い
」

と
い
っ
た
声
。
ま
た
、
今
後
の
地

域
づ
く
り
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
山
形
町
全
体
で
課
題
解
決

に
取
り
組
め
る
よ
う
な
枠
組
み
が

な
い
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
組
織

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
共
通
の
認

識
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
�

�
調
査
で
は
、
全
国
的
に
も
評
価

の
高
い
地
域
づ
く
り
団
体
の
実
践

者
か
ら
講
演
も
行
わ
れ
、
参
加
し

た
人
た
ち
の
関
心
を
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
�

　
参
加
し
た
戸
崎
美
穂
子
さ
ん
（
川

井
）
は
「
考
え
る
の
は
難
し
か
っ

た
け
ど
、
い
ろ
ん
な
人
の
話
も
聞

け
て
勉
強
に
な
っ
た
。
地
域
を
考

え
る
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
」

と
地
域
づ
く
り
へ
の
意
識
を
高
め

て
い
ま
し
た
。
�

�山形村民劇場がリニューアルした「久慈市

民おらほーる劇場」の第１回公演｢憑鬼の杜｣

（つきのもり）が、２月11日、おらほーるで

行われました。物語は鬼と人間との「心の戦

い」を描いたもの。深いテーマながら、笑い

あり、涙ありの感動作で、約450人の観衆（２

回公演）を魅了しました。�

今年も魅せた、感動舞台�

舞台をつくりあげたスタッフの皆さん�

笑いあり涙あり－�笑いあり涙あり－�

病に伏す母親を救うため「人間の肝」を手に入れようとする
鬼たち。人の姿で人間界に入り込み人々をあやめようとする�

唯一、人間を守ろうとする年老い
た鬼が１人の少年と出会う。少年
は転校生であり同級生たちと慣じ
めずにいた�

転校生の少年は仲間たちへの思いで鬼たちに立ち
向かう。「自然の力」を味方につけ鬼たちに勝利し
仲間との友情も手にした�

一方、鬼の世界では母親が一方、鬼の世界では母親が
病で命を落とす。しかしそ病で命を落とす。しかしそ
れを知らない鬼たちは人間れを知らない鬼たちは人間
の肝をねらい続けるの肝をねらい続ける�

①� ②�

③�

④�

スト
ーリ
ー�

一方、鬼の世界では母親が
病で命を落とす。しかしそ
れを知らない鬼たちは人間
の肝をねらい続ける�

－自分の性格を一言で�

　マイペースです。自己チューでは

ありません（笑）。�

－趣味は�

　お菓子作りです。最近はパンプキ

ンタルトを作りました。自分が食べ

たいので。�

－好きな男性のタイプは�

　優しい人。欲がないのでそれだけ

で十分です。�

－夢、目標は�

　栄養士の資格を持っているので、

将来的には、それを生かせる仕事に

就ければいいですね。�

 プロフィール�

□生年月日　昭和60年11月18日（22歳）�

□血　液　型　Ｏ型�

□勤　務　先　久慈市役所（臨時職員）�

鈴木 奈保子 さん（川井）�
な　お　こ�



話�題�
おらほの�

12月～2月�

試食会ではその味も確かめました� 成人の証を受ける蒲田辰徳さん（川井出身）�

　
関
自
治
会
（
関
利
行
会
長
）
主

催
の
料
理
教
室
が
、
一
月
十
三
日

と
二
月
二
十
三
日
の
両
日
、
霜
畑

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
�

�
講
師
を
務
め
た
の
は
、
短
角
牛

肉
店
・
短
角
考
房
「
北
風
土
」
代

表
の
佐
々
木
透
さ
ん
。
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
、
佐
々
木
さ
ん
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
な
が
ら
、「
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
風
短
角
す
き
焼
き
」、「
べ
ご

汁
」
、「
短
角
牛
と
大
根
の
煮
物
」

な
ど
、
食
材
の
持
つ
旨
み
を
引
き

出
す
料
理
の
数
々
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
�

�
参
加
者
に
は
男
性
も
多
く
、
意

外
と（
!?
）見
事
な
包
丁
さ
ば
き
を

披
露
。
「
次
は
ぜ
ひ
家
で
や
っ
て

み
た
い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
て

い
ま
し
た
。
完
成
後
は
試
食
会
も

開
き
、
楽
し
く
料
理
を
学
ん
だ
一

日
に
な
り
ま
し
た
。
�

平成20年(2008) 春号�

振�
り
袖
姿
で
二
十
歳
の
誓
い
�

｢

久
慈
市
成
人
式
」
に
山
形
町
か
ら
初
参
加
�

短�
角
の
旨
み
ギ
ュ
〜
っ
と
凝
縮
�

関
自
治
会
で
料
理
教
室
開
催
�

6

　
成
人
式
と
い
え
ば
、
旧
山
形
村

で
は
お
盆
中
の
開
催
が
恒
例
で
し

た
が
、
合
併
し
て
初
と
な
る
旧
市

村
一
本
化
開
催
の
「
久
慈
市
成
人

式
」
が
、
一
月
十
三
日
、
ア
ン
バ

ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

�
式
に
は
新
成
人
三
百
三
十
一
人

が
出
席
。
う
ち
山
形
町
か
ら
は
二

十
四
人
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

大
人
の
自
覚
を
か
み
し
め
ま
し
た
。
�

�
旧
村
で
の
成
人
式
と
は
異
な
り
、

会
場
内
に
は
我
が
子
の
晴
れ
姿
を

見
よ
う
と
い
う
父
母
ら
の
姿
も
多

数
。
大
勢
で
若
者
た
ち
の
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。
夏
か
ら
冬
へ
の
移

行
に
つ
い
て
は
、
二
又
真
紀
子
さ

ん
、
鹿
糠
千
賀
子
さ
ん
（
と
も
に

霜
畑
出
身
）
と
も
「
振
り
袖
が
着

ら
れ
る
の
で
冬
で
よ
か
っ
た
」
と

笑
顔
。
冬
に
は
冬
の
良
さ
が
あ
る

よ
う
で
す
。
�

�
実
行
委
員
の
一
人
、
斎
藤
百
恵

さ
ん
（
川
井
）
も
「
実
感
は
な
い

け
ど
、
毎
日
を
充
実
さ
せ
、
社
会

人
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
」
と
、
成
人
と
し
て
誓
い

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
�

それぞれの瞳には大人の自覚�それぞれの瞳には大人の自覚�

包丁さばきもお見事！�

成人を迎えた皆さん（敬称略）：【後列左から】蒲田辰徳（川井）、田端直也（霜畑）、川原拓也（霜畑）、韮沢
昂（荷軽部）、長内康平（川井）、山田実（山形中時代の恩師）、大畑崇之（荷軽部）【中列左から】尾無徹（戸
呂町）、古屋敷寿謹（川井）、類瀬美幸（霜畑）、鹿糠千賀子（霜畑）、二又真紀子（霜畑）、中村愛（繋）、夕向ひ
とみ（繋）、下舘俊哉（戸呂町）、成谷一樹（川井）【前列左から】古屋敷麻衣子（小国）、新谷美穂（川井）、蒲
野佑喜子（日野沢）、才無差愛子（来内）、斎藤百恵（川井）、古屋敷みゆき（川井）、清水美花（川井）、下舘宏
美（戸呂町）、長内有紀（川井）�



 入賞に笑顔！来年もまたガンバルぞー！！� 入賞に笑顔！来年もまたガンバルぞー！！�

子どもたちには新鮮だったようでお代わりをして食べる子もいました�

完成品を手に皆さんにっこり�

氷筍（ひょうじゅん）にも興味津々�

トピック
ス�

支所だより�

これで今年もいい年だ！�
　12月８日、ガタゴン山形会（新谷良造会長）

の皆さんが、お正月用のしめ縄飾り作りを行い

ました。民具作りはお手のものとあって出来栄

えはどれも見事なものばかりでした。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

冬の山形も魅力たっぷり�
　まもなく定年を迎える都市部の人たちなどが

参加した「団塊世代視察ツアー」（市主催）が、

２月８日から３日間行われました。参加者一行

は、内間木や平庭などを訪れ、冬の農山村が持

つ魅力を感じました。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ラリーで旧市村交流�
　山形地区卓球大会が２月23日、海洋センタ

ーで行われ、25人が出場しました。今年は旧

久慈市からの出場もあり、旧市村の卓球交流に

も一役買う大会となりました。主な部門の山形

町関係の入賞者は次のとおりです。※敬称略�

■男子　①川原拓也（霜畑）②山崎新人（霜畑

中２年）③蒲野慶（日野沢、久慈東高３年）■

女子　②柳久保千春（川井）■シルバー　②江

本英二（川井）�

　
霜
畑
小
学
校
（
嵯
峨
佐
千
夫
校

長
）
の
三
、
四
年
生
が
、
十
二
月

十
日
、
総
合
学
習
の
時
間
を
使
っ

て
「
シ
ダ
ミ
」
（
ド
ン
グ
リ
）
の

食
べ
方
を
学
び
ま
し
た
。
�

�
講
師
は
、
郷
土
食
作
り
の
名
人
・

八
幡
ト
シ
ノ
さ
ん（
霜
畑
）。
最
近

は
砂
糖
た
っ
ぷ
り
の
シ
ダ
ミ
だ
ん

ご
な
ど
も
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
日
は
昔
な
が
ら
の
食
べ
方
を

学
習
。
八
幡
さ
ん
は
、
あ
く
抜
き

の
方
法
な
ど
、
手
間
暇
か
か
る
そ

の
作
り
方
に
つ
い
て
、
て
い
ね
い

に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
�

�
最
後
は
実
際
に
試
食
。
川
向
将

平
君
（
四
年
）
は
、
「
食
べ
た
こ
と

の
な
い
味
。
ド
ン
グ
リ
を
食
べ
る

の
が
こ
ん
な
に
大
変
だ
と
思
わ
な

か
っ
た
」
と
、
昔
の
苦
労
を
実
感

し
て
い
ま
し
た
。
�

　
「
市
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
大
会
」
が
、
二
月
十
七
日
、
平

庭
高
原
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
に
は
七
十
五
人
が
出

場
し
、
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。
山
形
町
関
係
の
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。
※
敬
称
略
�

■
男
子
　
▽
小
学
３
年
生
以
下
　

②
落
合
祐
真
（
来
内
小
２
年
）
▽

小
学
４
年
生
以
上
　
②
落
合
凌
太

（
来
内
小
６
年
）
③
長
坂
優
貴
（
山

形
小
４
年
）
▽
中
高
生
　
①
下
斗

米
浩
也
（
山
形
中
２
年
）
▽
19
〜

35
歳
　
①
柳
久
保
一
幸
（
川
井
）

②
清
水
頭
勝
徳
（
川
井
）
▽
46
〜

59
歳
　
②
向
川
智
之
（
小
国
）
▽

60
歳
以
上
　
①
橋
本
助
一
（
川
井
）

③
織
茂
平
（
川
井
）
�

■
女
子
　
▽
小
学
３
年
生
以
下
　

②
二
ツ
神
瑠
夏
（
日
野
沢
小
２
年
）

③
横
葉
萌
美
（
荷
軽
部
小
３
年
）

▽
小
学
４
年
生
以
上
　
②
下
斗
米

明
莉
（
山
形
小
４
年
）
③
二
ツ
神

珠
乃
（
日
野
沢
小
５
年
）
▽
19
〜

35
歳
　
松
坂
朋
子
（
川
井
）
�

シ�
ダ
ミ
に
学
ぶ
先
人
の
知
恵
�

霜
畑
小
児
童
が
シ
ダ
ミ
作
り
を
学
習
�

山�
形
っ
子
が
多
数
入
賞
!!
�

市
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会
�

まだまだ�
あれこれ�TopicsTopics
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見事なラリーを見せる参加者の皆さん�



お
知
ら
せ
�

市
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
�

▽山形町の人口を１人増やし

ました。３人目の子どもは

「姫」でした。現在、母親と

一緒に里帰り中です。つかの

間の独身生活でも満喫しよう

かな、とも思いましたが、結

局は残された２人の息子の相

手やら何やらでままならず…。

でも、それもうれしい悲鳴で

すね。まあ４人目の時こそ…。

▽栃乃花関が引退しました。

入門直後から取材などでお世

話になったので、木も万感の

思いです。本当にお疲れ様で

した。引退しても、「郷土の

英雄」であることには変わり

ありません。今後ますますの

ご活躍をお祈りします。▽春

も近づいてきましたが、まだ

まだ寒い日が続きます。皆さ

ん、風邪など引かぬよう…ハ

ックション！鼻水が止まらな

い木でした。ではまた！�

　　　　　　　　　（木地谷）�

編集後記�

　霜畑中学校（高橋紀子校長）

では毎年この時期、成谷自然食

の会の皆さんを講師にそば打ち

を行っています。今年はできた

そばをお年寄りたちにもお裾分

けしたとのことでした。�

デ　ー　タ�
ファイル�

●総人口…… 3 , 1 6 4 　人�

●男性人口… 1 , 5 6 0 　人�

●女性人口… 1 , 6 0 4 　人�

●世帯数…… 1 , 1 2 8 世帯�
※２月１日現在  

山形の�

う�ご�き�

この手で繋ぐ地域の技�

※日程は変更になる場合もあります�

山形のカレンダー�3 5月～　　　月�

一般家庭予防査察�

久慈高校山形校卒業式�

山形中、霜畑中卒業式�

霜畑小卒業式�

山形小、繋小、来内小卒業式�

霜畑児童館、来内保育園卒園式�

かわい児童館、荷軽部保育園、戸呂町保育園卒園式�

３�
行事�月�

2�

2�

14�

15�

19�

25�

26

日�曜�

水�

金�

日�

日�

土�

「やまがた総合支所だより」は年４回発行。次回は６月ごろの予定です。�
発行・岩手県久慈市　編集・山形総合支所ふるさと振興課〈〒028-8602  久慈市山形町川井8-30-1　☎72-2111◯内109〉�

春季火災予防運動（３月１～７日）�

8

３月１日（土）防火パレード�
３月２日（日）一般家庭予防査察�
●防災行政無線戸別受信機について…�
　「故障かな？」と思ったときは、次のことをご確認
ください。�
・乾電池は液漏れしていないか�
・受信機のつまみや差し込み口にごみがつまっていないか�
・屋外アンテナや配線が破損していないか�
　防災行政無線についてのお問い合わせは、総合支所
ふるさと振興課（☎72－2111内線116）までどうぞ。�

　
市
で
は
、
毎
月
１
回
生
活
関
連

物
資
（
16
品
目
）
の
店
頭
価
格
調

査
や
、
消
費
生
活
に
関
す
る
情
報
・

意
見
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
�

■
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
20�

歳
以
上
の
方
�

■
募
集
人
数
　
20
人
以
内
�

■
期
間
　
平
成
20
年
４
月
１
日
〜
�

平
成
22
年
３
月
31
日
�

■
申
込
締
切
　
平
成
20
年
３
月
14�

日
（
金
）
�

�
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

は
、
市
役
所
市
民
課
（
☎
52
ー
２

１
１
１
内
線
266
）
ま
で
ど
う
ぞ
。
�

表紙�
の�
写真�

火�

水�

�
市
で
は
、
現
在
編
さ
ん
を
進
め

て
い
る
「
山
形
村
誌
」
に
掲
載
す

る
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
お
宅
に
あ
る
昭
和
50
年
ご
ろ

ま
で
の
懐
か
し
い
写
真
を
ぜ
ひ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
�

■
募
集
す
る
写
真
　
古
い
ま
ち
な

み
や
農
作
業
の
様
子
、
今
は
な
く

な
っ
た
道
や
建
物
の
様
子
が
分
か

る
写
真
な
ど
な
ど
、
ど
ん
な
も
の

で
も
結
構
で
す
。
�

■
写
真
の
提
供
方
法
　
お
借
り
し

た
写
真
は
ス
キ
ャ
ナ
ー
（
写
真
読

み
取
り
機
）
で
読
み
込
ん
で
、
そ

の
場
で
す
ぐ
に
お
返
し
し
ま
す
。
�

�
写
真
や
資
料
の
提
供
、
お
問
い
�

合
わ
せ
は
、ふ
る
さ
と
振
興
課（
☎

72
ー
２
１
１
１
内
線
109
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
�

　
久
慈
地
方
振
興
局
で
は
、
「
元

気
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
100
選
」
に
選

ば
れ
た
管
内
団
体
の
活
動
内
容
を

皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
た
め
、
次
の

と
お
り
実
践
事
例
の
発
表
会
を
開

き
ま
す
。
�

■
日
時
　
３
月
９
日
（
日
）
午
後
�

２
時
〜
４
時
 
�

■
場
所
　
久
慈
地
区
合
同
庁
舎
６
�

階
大
会
議
室
 
�

■
発
表
団
体
　
管
内
９
団
体
（
予

定
）
※
山
形
町
か
ら
は
バ
ッ
タ
リ

ー
村
が
発
表
�

�
詳
し
く
は
、
久
慈
地
方
振
興
局

企
画
総
務
部（
☎
53
ー
４
９
８
１
）

ま
で
ど
う
ぞ
。
�

いわて体験交流施設�

　平庭山荘に隣接する入浴施設「平庭高原自然交流館」が、

４月８日（火）、いよいよオープンします。�

�木質風呂と岩風呂があり、もちろんサウナ付き。環境に

優しいチップボイラーを採用しており、心も体もポッカポ

カになれます。ご家族、お仲間で、ぜひご来館ください。�

■開館時間�

�午前11時～午後９時（宿泊者は別途指定時間）�

　※オープン当日は午後２時から入浴可能となります。�

■料　　金�

�500円（小学生は250円。小学生未満は無料）�

お問い合わせは平庭山荘（☎72-2700）までどうぞ。�

｢

山
形
村
誌｣

の
編
さ
ん
に
�

写
真
を
借
し
て
く
だ
さ
い
�

管
内
の
元
気
な
団
体
か
ら
�

地
域
づ
く
り
を
学
ぼ
う
�

「火は見てる　あなたが離れる　その時を」�

工事も着
々進行中

工事も着
々進行中

�

工事も着
々進行中

�

◯�

◯�


